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新
年
あ
け
ま
ー
て

お
め
で
と
う
ご
や
、
ど
よ
て

謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一
、
イ
ラ
ク
の
ク
エ
ー
ト
侵
攻
に
伴
う
湾

岸
危
機
等
、
世
界
を
揺
か
す
激
動
の
年
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
「
と
び
う
め
国
体
」
の
漕
艇
競
技
が
遠
賀
川
漕

艇
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
文
字
ど
お
り
「
と
き
め
き
・
出
合
い
・
み
な

ぎ
る
力
」
の
も
と
、
全
町
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
靖
夫

の
中
、
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
喜
涼
し
い
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
農
業
基
盤
の
確
立
、
生
活
環
暁
の
改
善
、
福

祉
、
教
育
等
々
ま
だ
ま
だ
新
し
い
見
地
か
ら
施
策
を
進
め
る
問
題
が
山
積

い
た
し
て
お
り
、
糾
せ
紀
へ
向
け
そ
の
承
り
組
み
の
重
要
さ
を
痛
感
し
、

水
と
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
調
和
の
と
れ
た
町
づ
く
り
の
た
め
熟
慮
新
得
の
精

神
で
一
体
と
な
り
、
職
務
を
遂
行
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
交
接
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
共
に
、
皆
様

方
の
益
々
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

密
消
火
栓
や
狭
い
路
上
で
の

青
空
駐
車
は
消
火
活
動
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
暖
冬
の
た
め
、
火
災
の
発
生
は
前
年
の
同
時
期
よ
り
少
な
く
推
移

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬
の
到
来
に
よ
り
、
火
災
の
急
増
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
火
災
現
場
に
一
刻
も
早
く
到
着
で
き
る
よ
う
に
万
全
の
体

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
団
地
入
口
の
狭
い
道
路
上
や
消
火
栓
付
近
に
青
空
駐
車
す

る
車
両
が
多
く
、
火
災
の
際
消
防
自
動
車
が
進
行
で
き
ず
、
到
着
が
遅
れ
消

火
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
ず
被
害
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
〃
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
消
火
活
動
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
　
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
付
近
に
青
空
駐
車
は
絶
対
に
し
な
い
。

●
　
狭
い
道
路
や
路
地
の
出
入
口
付
近
に
は
駐
車
し
な
い
。

●
　
特
に
中
高
層
建
築
物
火
災
に
は
、
梯
子
車
な
ど
の
大
型
車
も
出
動
す
る

の
で
中
高
層
建
築
物
付
近
に
駐
車
し
な
い
。

お
ん
が
短
歌
会
詠
草

生
ま
れ
日
な
ど
忘
れ
て
過
ご
せ
し
年
毎
を
嫁
の
来
て

よ
り
祝
い
て
く
れ
る

乳
牛
の
生
れ
る
一
瞬
放
映
す
我
も
飼
い
た
る
遠
さ
日

産
か
び

伊
　
藤
　
ア
キ
コ

大
　
場
　
ト
ン
ミ



黄秋秋モ秋 �ヽ一二ti �声　も　ゆ　畑　と　遠 
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昔　ら　瓶の友 ��く　わ　　宇治　は 
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句 会 �の　　歓　　畔 こ∴∴∴声‘∴∴は 
と　　き　　初 

く　　こ　　冬 

田 玉三徳小岩 �抄 �河　　高　　書 

幸 野村永野談 ��原　　晴　　間 

利 信砂小多信 ��タ　　佳　　録 

代恵　達 彦子子子江 ��ツ ミ　子　朗 
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今年は未年

平
成
三
年
元
旦

遠
賀
町
長

高
山
和
幸

平
成
註
彊
墨
誰
、

「
群
れ
に
な
る
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
。
何
よ
り
も
わ
た
し

た
ち
が
実
感
で
き
る
の
は
、
－
ウ
ー

ル
の
セ
ク
ー
や
皮
製
品
の
肌
ぎ
わ
り

と
温
か
さ
で
す
。

羊
は
紀
元
前
六
千
年
ご
ろ
、
家
畜

化
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
馬

が
家
畜
化
さ
れ
た
の
が
、
紀
元
前
三

千
～
四
千
年
ご
ろ
で
す
か
ら
、
羊
と

人
間
の
付
き
合
い
は
、
か
な
り
長
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

C
t
b
t

日
本
諜
彊
律
需
訴

ん。

す
ぐ
に
思
い
つ
く
と
こ
ろ
で
は
、
　
　
す
。
し
か
し
、
羊
は
乾
燥
し
た
風
土
　
　
繁
殖
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

録
か
ニ
ッ
み
∴
∴
．
，
と
，
く
　
K
く

「
羊
の
皮
を
着
た
狼
」
「
羊
頭
狗
肉
」

く
ら
い
の
も
の
で
す
。

っ
た
山
道
を
「
羊
腸
」

と
表
現
し
ま
す
が
、

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
古

臭
い
感
じ
が
し
ま
す

ね。

で
は
、
な
ぜ
羊
に

関
す
る
諺
が
少
な
い

の
で
し
ょ
う
。
西
暦

五
九
九
年
、
推
古
天

皇
の
時
代
に
、
百
済

か
ら
二
頭
の
羊
が
贈

ら
れ
た
と
、
日
本
書

紀
に
記
さ
れ
て
い
ま

曲
が
り
く
ね

が
好
き
な
の
で
、
日
本
の
気
候
に
合
　
　
　
た
め
、
欧
米
の
よ
う
に
諺
が
多
く
な

わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
ま
り
　
　
　
い
の
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治

逗
崩
漉
宙

巴
漬
農
舘
溜

ー担阜∵

の
初
期
、

政
府
は

〇
人
t
l

緬
羊
の
飼
育
振
興

を
試
み
ま
し
た
が

失
政
。
そ
の
後
、

軍
服
な
ど
の
製
造

の
た
め
に
、
羊
の

飼
育
が
奨
励
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、

戦
後
は
農
家
の
副

業
と
し
て
、
多
い

と
き
は
百
万
頭
も

飼
育
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
在
の
飼
育
頭
数

は
、
北
海
道
や
東
北
な
ど
を
中
心
に
、

三
万
七
百
頭
ぐ
ら
い
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
全
国
各
地
で
観
光
牧
場

な
ど
の
整
備
が
進
み
、
子
供
た
ち
が

羊
を
見
る
機
会
は
増
え
ま
し
た
。

羊
毛
は
、
天
然
繊
維
の
人
気
上
昇

で
、
日
本
で
の
需
要
が
増
え
て
い
ま

す
。
外
国
産
が
中
心
で
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど

か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
二
年
の
計
は
元
旦
に
あ

り
」
と
い
い
ま
す
。
今
年
の
目
標
を

決
め
、
″
迷
え
る
羊
タ
に
な
ら
な
い

よ
う
、
ス
タ
ー
ト
を
切
り
た
い
も
の

です。



1月

新聞の訪問販売での約束ごと 

新聞の購読者獲得のため、勧誘員が名家 

庭を訪れますが、勧誘の際、新聞業公正競 

争規約により、次のような規制が定められ 

ています。 

●新聞購読契約に瞭し、景品や招待券など 

を提供することの禁止。 

●無代紙や値引きを条件とする勧誘の禁止。 

●うその説明、脅しや迷惑になる行為の禁 

止。 

●勧誘員は、ネームプレートを胸につけ、 販売店発行の「新聞購読勧誘依頼証明書」 

を持っていること。 

●契約後8日間はクーリングオフができる。 

◆新聞に関する相談・問い合わせは 

北福・筑豊支部新聞公正取引協議会 

℡（093）531－9844へ 

自分。「クレジット契約」言量彊　　　寅吉講壇彊　　　莫 
寅生活センター℡092－45 ��1－0 �99 �9㌔璃‖睦プ謹皇縞講評・●話 。彊籍麟繍竃 だうな取が 」しなて」ですか 
いる。 

だ �れからも好かれている自分。 

リ） �（リ・・・な一んて夢めたいな生 ��活 

＜わかるけど、 

人も多いってことも 

イ

平
成
3
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

福
岡
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら

県
の
仕
事
に
対
す
る
と
意
見
・
ご
要
望

な
ど
を
お
聞
き
す
る
た
め
、
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
）
県
内
に
住
む
2
0
歳
以
上

の
人
●
仕
期
）
平
成
3
年
4
月
か
ら
平

成
4
年
の
3
月
ま
で
●
謝
礼
）
一
万
二

千
円
を
限
度
と
し
て
支
払
い
ま
す
●
応

募
方
法
）
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

生
年
月
日
・
年
齢
・
牲
別
・
職
業
・
電

話
番
号
・
「
県
政
に
対
す
る
関
心
ご
と
」

を
記
入
の
う
え
、
投
函
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
糊
問
）
平
成
3
年
2
月
1
日
か

ら
釣
日
ま
で
●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
）
〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番

1
号
　
福
岡
県
総
務
部
広
報
課
公
聴
係

「
県
政
モ
ニ
タ
ー
」
担
当
℡
0
9
2
－
－

あ
な
た
も
線
の
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

縁
を
育
て
て
財
テ
ク
を
／
緑
豊
か
な

森
林
を
子
ど
も
や
孫
に
残
し
て
や
り
た

い
／
そ
ん
な
ロ
マ
ン
を
実
現
さ
せ
て
く

れ
る
の
か
国
有
林
の
分
収
育
林
制
度
＝

緑
の
オ
ー
ナ
ー
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
に
一
口
5
0
万

円
で
国
有
林
の
ヒ
ノ
キ
人
工
林
（
紳
年

生
）
の
立
木
の
共
有
者
と
な
っ
て
い
た

だ
き
、
狐
年
後
の
伐
採
時
に
木
材
販
売

収
益
の
分
配
を
受
け
る
と
い
う
も
の
で

す。●
募
集
口
数
）
0
0
口
●
真
集
期
間
）
平

成
2
年
1
2
月
1
0
日
か
ら
平
成
3
年
2
月

1
5
日
ま
で
●
面
積
籍
）
ヒ
ノ
キ
人
工
林

2
7
年
生
2
・
9
5
h
●
申
込
先
）
岡
垣

町
大
字
戸
切
「
河
内
国
有
林
1
0
0
い
林
小

班
内
」
　
（
遠
賀
・
中
間
広
域
ご
み
処
理

セ
ン
タ
ー
隣
）
●
問
い
合
わ
せ
先
）
百

方
営
林
署
℡
0
9
4
9
2
（
6
）
4
0

4

1

を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
3
カ
月
間
は
技
能

開
発
セ
ン
タ
ー
が
受
講
生
を
受
け
入
れ

事
業
主
の
希
望
を
聞
き
な
が
ら
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
作
成
し
訓
練
を
実
施
、
そ
の

後
3
カ
月
間
は
委
託
事
業
主
が
訓
練
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

高
年
齢
離
職
者
や
定
年
退
職
者
、
受

け
入
れ
可
能
な
事
業
所
は
ふ
ろ
っ
て
申

込
み
く
だ
さ
い
。

高
年
齢
書
の
た
め
の

「
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
」
を
開
腹

－
八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
ー

労
働
省
は
、
今
年
度
か
ら
、
高
年
齢

者
の
技
術
・
技
能
な
ど
を
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
し
て
、
有
利
に
就
職
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
」

※
広
告
デ
ザ
ィ
ン
科
に
つ
い
て
は
、
1

月
以
降
毎
月
受
け
入
れ
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）
八
幡
技

能
開
発
セ
ン
タ
ー
開
発
援
助
課
℡
6
4



輝く春の味方！「国の進学ローン」 
ご融資額 �1進学者あたり100万円以内 

ご返済期間 �5年以内 

は6年ia内。 

て÷す．） 

二ともできよう「， 

利　　率 �年8．3％ 

保　　証 �（財）進学資金融資保言正基金 
または保言正人（1名以上） 

ご返済方法 �毎月元利均等返済 

そ　の他 � 

●申込み・問い合わせ先 

国民金融公庫八幡支店℡641－7715 

う

役場では、1月1日付で次のと
おり磯貝の人事異動を行いました

（）内は胴所属

′住民課課長補佐兼住民係長・古
畑紀子（福祉課福祉係長）

′社会教育係長・普明煉士郎（総
務課庶務係長）

′企画課企画調整係長・山崎崇僧
（総務課管財係長）

′産業課展政商工係長・田山忠一
（総務課国体係長）

′椙祉課福祉係長・商敏昭（企画
課企画調整係長）

′福祉課保健衛生係長・薬正残
（座薬深度政商工係長）

′総務課監査専任係長・田中幸男
（座薬委員会津記〔係長〕）

′農業委員会書記〔係長〕・楽和徳
（福祉課保健衛生係長）

′総務課庶務係長・花坐時夫（住
民課住民係長）

′総務課管財係長・薬∴浩（社会
教育係長）

′住民課・竹森利払（総務課監査）
′椙杜撰・日商律子（住民課住民係）

八職捌開発センター
蘭留会のご案内

iグラインダー倣捌紺i
l月19日（土）－1月20日（日）

の2日間、午前9時から午後6

時迄、定員10名卜受講料（経黄）

正一80マイコン製作実臥Hi

1月19日（土）－2月10日（日）

（毎週土・日）、午前9時から午

後5時迄、定員10名卜受話料（材

料費）13，000円

【注】いずれのコースも定員にな

り次第申込を締め切ります。

申し込み・問合せ先
八幡技能開発センター　開発
援助課　皿64十4906

（八幡西区穴生三丁目5－1）

無　レ　　約　　ら　て顔ス　い 

遠
賀
都
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
曽

及
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
小
・

中
学
生
駅
伝
大
会
の
出
場

者
を
募
集
し
ま
す
。

ブ
単
位
）
5
人

・
中
学
生
男
女
別
（
学
校
単
位
）
5
人

・
出
場
チ
ー
ム
数
は
フ
リ
ー

●
申
込
み
締
切
）
平
成
3
年
1
月
銘
日

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）
遠
賀
町

体
育
協
会
事
務
局
℡
2
9
3
－
5
4

3

4

●
と
き
）
平
成
3
年
2
月
Ⅱ
日
（
月
）

●
と
こ
ろ
）
水
巻
町
猪
熊
連
動
広
場

●
参
加
資
格
）
遠
賀
郡
・
筑
豊
地
区
・

北
九
州
地
区
在
住
者

▽
マ
ラ
ソ
ン
の
部
△

・
小
学
校
1
年
～
6
年
生

男
女
別
各
1
鳥

・
中
学
校
1
年
～
3
年
生

男
女
別
各
2
鳥

・
一
般
の
部
　
　
　
男
女
別
各
5
鳥

・
4
5
歳
以
上
の
部
　
男
女
別
各
5
鳥

・
粥
歳
以
上
の
部
　
男
女
別
各
5
鳥

▽
駅
伝
の
部
△

・
小
学
生
男
女
別
（
学
校
単
位
・
ク
ラ

ご
存
じ
で
す
か
。

N
H
K
学
園
の
通
信
教
育

N
H
K
学
園
で
は
、
平
成
3
年
度
の

高
等
学
校
の
生
徒
と
専
攻
科
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
高
等
学
校
　
普
通
科
（
通
信
教
育
）

3
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が
取
得

で
き
ま
す
。

申
込
受
付
…
2
月
1
日
～
4
月
鳩
目

▽
轟
等
学
校
　
選
科
生
（
通
信
教
育
）

希
望
科
目
を
学
習
し
て
、
単
位
が
取

得
で
き
ま
す
。

申
込
受
付
…
2
月
1
日
～
4
月
1
5
日

▽
高
等
学
校
　
専
攻
科
社
会
福
祉
コ
ー

ス
　
高
校
卒
業
後
、
2
年
間
の
学
習

で
N
H
K
学
園
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
認
定
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

申
込
受
付
・
・
2
月
1
日
～
4
月
5
日

☆
詳
し
い
案
内
書
を
詩
聖
さ
れ
る
人
は

〒
1
8
6
－
0
1
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台

2
－
統
「
N
H
K
学
園
8
E
n
係
」

℡

0

4

2

5

（

7

2

）

3

1

5

1

へ

募
集
し
て
ま
す
。

芦
屋
町
職
員
（
看
離
婚
）

●
職
種
と
採
用
予
定
人
員
）
看
護
婦
1
0

人
種
皮

●
資
格
）
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
看
護
婦
の
免
許
を
持

っ
て
い
る
か
平
成
3
年
5
月
ま
で
に

取
得
見
込
み
の
人

●
試
験
日
）
2
月
6
日
（
水
）

●
会
　
場
）
芦
屋
町
役
場

●
受
付
期
間
）
1
月
日
日
（
金
）

～
2
月
2
日
（
土
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
）
芦
屋
町

役
場
総
務
課
人
事
係
℡
2
2
3
－
0

8
8
1
（
内
線
）
2
9
6
・
3
0
3



●　●　●　●　●　●　●

料内詩射場時期
重縁

金容晶者所同　日

●　●　●　●　●

内揚受　時期

害所付同　日

●　　　●

料　　持
参

金　　品
無縁墓地の改葬を行いますが、

縁故者と思われる方はいません

か。

●基地の所在地　直方市大字感

田1461

●墓地の名称　直方市大字感田

栗林墓地

●改葬の理由　道路改良舗装工

事のため

●改葬先　直方高上頓野万福寺

納骨堂

●届出先　直方市役所建設部土

木課　同和事業係

¢09492－5－2264

●届出期限1月19日出

急に冷え込むこの時期が要注意

お年寄りの膝の痛み

●士朗曲麟
テニスやゴルフのスウィング香しととき、

ひじ⇔勅願の外個に波龍d造ることがありま

す○田筋を庫慮す筋肉の威劣が原因です。

自己鬼薮原穀（胴照積）の一つで、虞底の
はれ、虞励、変形などの密林かあらわれます。

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　冷牟田印刷合資会社

1
月
1
6
日
（
火
）

9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館
　
和
室

生
後
1
カ
月
～
並
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
長
測
定

無
料婦

　
相
　
談

1
月
躯
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

1
3
時
柳
分
～
1
3
時
5
0
分

役
場
保
健
室

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

新
生
児
の
扱
い
方

沐
浴
指
導

母
乳
に
つ
い
て

印
鑑
（
母
子
健
康
手
帳
受

領
者
の
み
）

無
料

ゴ
ミ
の
分
類
と
ゴ
ミ

出
し
時
間
は
き
ち
ん

と
守
り
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
ゴ
ミ
収
集
業
者
が
自
動
車
の

古
タ
イ
ヤ
を
収
集
し
て
い
な
い
と
の
苦

情
が
あ
り
ま
す
が
、
古
タ
イ
ヤ
は
収
集

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ

れ
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
処
分

す
る
場
合
は
、
遠
賀
石
油
店
（
Ⅲ
2
9

3
－
0
1
9
1
）
、
柴
田
石
油
店
（
皿
2

9
3
－
2
4
3
4
）
で
お
願
い
致
し
ま

す
。
ま
た
、
処
分
費
と
し
て
タ
イ
ヤ
1

本
脚
円
、
ホ
イ
ル
付
タ
イ
ヤ
棚
田
が
か

か
り
ま
す
。

ま
た
、
ゴ
ミ
収
集
業
者
の
収
集
時
間

が
そ
の
日
に
よ
り
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
ゴ
ミ
は
8
時
ま
で
に
出
す
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

日田四四回0日田園日田
年
を
と
ろ
に
従
っ
て
次
第
に
膝
の
痛
み

を
訴
え
る
人
が
多
く
な
っ
て
来
ま
す
。
人

間
は
立
つ
こ
と
が
出
来
ろ
よ
う
に
な
っ
て

以
来
、
文
明
文
化
が
発
達
し
て
采
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
の
文
化
生
活
の
後
遺
症
と
し
て
、

痛
風
等
が
原
因
を
な
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
膝
の
痛
み
を
治
す
に
は
こ
れ
ら

因
に
な
っ
て
い
ろ
病
気
を
治
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
急
に
痛
み
だ
し
腫
れ
あ
が
り
、
膝
を

曲
げ
る
事
も
歩
く
事
も
難
し
い
様
な
急
性
の

病
気
に
対
し
て
は
安
静
に
し
膝
を
冷
や
し
、

年
を
と
っ
て
か
ら
膝
に
病
気
が
現

わ
れ
て
く
る
と
言
う
こ
と
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
。

病
気
の
特
徴
と
し
て
は
、
動
作

が
始
ま
る
時
に
具
合
が
惑
い
の
で

す
が
、
あ
る
程
度
動
い
て
し
ま
え

ば
苦
痛
が
減
り
、
入
浴
な
ど
す
る

と
調
子
が
良
く
な
る
事
が
あ
り
ま

す。
多
く
は
肥
満
し
た
人
、
0
脚
の

人
、
膝
に
外
傷
を
受
け
た
こ
と
の

あ
る
人
、
肉
体
労
働
を
し
て
い
た

人
、
女
性
で
は
更
年
期
に
起
っ
て

き
た
り
し
ま
す
。

早
い
時
期
に
治
療
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

膝
が
腫
れ
上
り
水
が
滴
っ
て
い

る
様
で
し
た
ら
水
を
取
る
必
要
も

あ
り
ま
す
。
侵
牲
化
し
て
い
つ
も

適
度
の
痛
み
と
曲
げ
伸
し
に
連
動

の
制
限
の
あ
る
場
合
に
は
、
体
重

が
増
え
な
い
様
に
気
を
つ
け
体
の

運
動
は
適
度
に
行
い
、
膝
に
負
担

の
か
か
ら
な
い
生
活
を
し
お
風
呂

に
入
っ
た
ら
良
く
動
か
し
て
血
行

を
良
く
す
る
様
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。
病
気
の
因
に
な
っ
て
い
ろ
内

立
っ
た
り
座
っ
た
り
、
階
段
の
上
り
下

り
の
際
に
膝
に
痛
み
を
感
じ
、
関
節
が
腫

れ
て
き
た
り
し
ま
す
。

膝
の
病
気
に
は
、
膝
以
外
の
内
科
的
病

気
か
ら
く
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
特

に
糖
尿
病
、
リ
ュ
ー
マ
チ
ス
、
心
臓
病
、

科
的
病
気
が
あ
れ
ば
こ
の
治
療
の

方
が
む
し
ろ
大
切
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
私
達
の
人
間
と
し
て

の
日
常
生
活
を
さ
さ
え
て
く
れ
る
膝
を
大
切

に
か
ば
い
な
が
ら
、
出
来
る
だ
け
長
時
間
の

正
座
や
階
段
の
上
り
下
り
を
避
け
、
生
活
す

る
こ
と
が
天
幕
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。


